
板一小のすべての子が『ともだち大すき！ せんせい大すき！ がっこう大すき！』 と言ってくれるように。 
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じっくりと見守り、伸び伸びと育てる 
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今年も、『イチョウの木の学校』らしく校庭のイチョウにはたくさんの実が実り始めました。 

イチョウと言えば、秋の銀杏というイメージがあるかと思いますが、冬の間、葉を落と
し春が来るのをじっと待ち続けていたイチョウの木は、春の訪れとともに一気に葉を茂
らせ、校庭の新緑の中心に躍り出るのです。  
それまでの校庭の主役は何といっても桜の木々、きれいな花を咲かせ、みんなを幸せな
気分にしてくれます。その桜の木々が緑色になるのを待ち、時期を合わせるようにイチョ
ウの木も一気に葉を茂らせます。ソメイヨシノの実は、実を結ぶとすぐに実を落とし、緑
いっぱいの木へと変化します。一方で、イチョウの木は、あまり目立ちませんが、葉を茂
らせ始めるとともに、一気に花をも咲かせ、少し目を離したすきに、あっという間に多く
の実を実らせてくれます。ここから、秋に実が熟し、落実するまで、じっくりじっくりと
時間をかけて種（銀杏）を大きく大きく育てていきます。まだ、青々としているたくさん
の実たちですが、子どもたちの成長と同様、ゆっくりと、そして、ゆったりと確実に大き
くなっていきます。梅雨の雨や台風、様々な困難を乗り越えながら、一粒一粒の実が秋を

夢見て育っているのです。天高く伸び続けて、たくさんの実を守り続けている板一小のイチョウの木は、まるで板
一小の子どもたちと、それを支える、保護者、地域の人たちの姿を表しているように感じます。たくさんの人に守ら
れ、大切に思われ、伸びやかに成長していく子どもたち。毎年この時期になると、私たちもイチョウの木のように、
しっかりと子どもたちを育てていかねばならないと決意を新たにさせられます。そのためにも、子どもたちの様子
をじっくりと見て、どの子も安心して生活できる環境を用意していくことが大切だと実感します。 
さて、ふれあい月間（６月）の取組が今日で終わりました。期間終了とともに子どもたちに呼び掛ける機会は減る

ものの、年間を通して全校朝会で話題にし、一人ひとりの子どもたちが、常に周りの友達の思いに耳を傾け、思いを
くみ取り、お互いにお互いを大切にしていくことができるようになってほしいと願っています。 
子どもたちが「明日も登校したい。」「早く明日にならないかな。」と一日を振り返ったときに思えることって素敵

なことだと思いませんか。学校は、子どもたちにとって毎日笑顔で穏やかに過ごすことができ、生き生きした表情
で主体的に学びを進め、多くの友達との協働を通して、考えや思いを伝え合い、切磋琢磨し合い、お互いを高め合っ
ていくことができる場でなければなりません。 
子どもたちはどの子も居場所、居場所ごとにその居場所での自分があり、学校で見せる姿と家で見せる姿、あい

キッズで見せる姿、大人と一緒にいるときと子どもたちだけでいるときの姿など、それぞれが別々に形成されてい
くものだと考えます。学校と家庭は、どちらも大人によって守られ、安心して生活できる場であることに変わりは
ないものの、家と学校での子どもたちの様子が異なります。保護者の皆様にも実感するものがありませんか。場面、
場面によって生かし、生かされ成長していきます。時には苦しい経験も成長のための試練として立ちはだかるかも
知れません。だからこそ、子どもたち一人ひとりが安心して生活を送れるよう、自分勝手をせず、相手を気遣い、相
手の思いや考えに耳を傾け、「いつでも どこでも 誰にでも 自分らしさをもって」振る舞うことのできる素養を
身に付けられるよう、大人たちが協力し合い、子どもたちの成長にとって、よりよい方向性を示すことができるよ
う模索し続けていかなければならないのだと考えます。子どもたちの成長を支えていくため、皆様のご理解を得な
がら、よりよい教育活動を進めていきます。これからも、ご理解・ご支援、そして、ご協力をよろしくお願いしま
す。 
今月も職員一同、「チーム板一」として常に共通理解の下、取組を進めて

参ります。１９日（土）からは、４４日間の長い長い夏休みとなります。夏休
み前・夏休み中の計画を、早めに立て、充実した夏休みが過ごせるよう、ご家
庭でもご支援をよろしくお願いします。９月にまた、子どもたちの元気な姿と
にぎやかな声が戻ってくることを心待ちにしております。今年も長く暑い夏
となりそうです。保護者の皆様も、くれぐれもご自愛ください。 

【保幼小中連携】 板三中・板一小・板八小・中根橋小 

「小中一貫板三エリア」４校で一貫した教育理念の下、義務教育９年間で子どもたちを育てます。 






